
【解　答】

十二指腸副乳頭由来神経内分泌
腫瘍（NEN）

解説：
　上部消化管内視鏡検査（Figure 1）では，十二
指腸主乳頭（矢印）口側に 10mm 程度と推察され
る粘膜下腫瘍様隆起を認めた（矢頭）．粘膜下囊胞
などにみられる透光性はなく，頂部はやや陥凹し
粘膜面の発赤と腺管構造の乱れを認めた．同部位
からの生検で NET G1 の診断に至った．造影 CT
検査（Figure 2）では，十二指腸下行脚に 10mm
程度の造影結節を認めた．膵や隣接臓器に粗大病
変は認めなかった．有意な腫大リンパ節や主膵管
拡張，遠隔転移なども認めなかった．超音波内視
鏡検査（Figure 3）では，第 3 層内に 8.5mm 大の
境界明瞭，低エコーの結節を認めた．同結節内に
は Santorini 管が確認でき，副乳頭と考えられた．
膵内に浸潤している所見は認めないものの，十二
指腸固有筋層内への浸潤は否定できない所見で
あった．オクトレオシンチグラフィでは有意集積
は認めなかった．血液学的検査所見にて，NSE 
13.10（ng/mL），ProGRP 43.6（pg/mL）であっ
た．
　超音波内視鏡検査上は一部筋層への浸潤が否定
できない所見を認めており，また十二指腸副乳頭

由来の NET ではリンパ節転移率が高率であるこ
とが報告されていることから，外科的切除の方針
となった．手術はロボット支援腹腔鏡下膵頭十二
指腸切除，領域リンパ節郭清（No. 13，17，12）を
施行した．病理学的検査では十二指腸粘膜下に限
局する 10mm 大の腫瘤を認めた（Figure 4，5，
矢頭）．病理組織学的には異型細胞が管状，胞巣
状，索状，リボン状などの構造をとって増殖し

（Figure 6），synaptophysin 陽性（Figure 7），
chromogranin A 陽性（Figure 8），Ki-67 陽性率
は 1％未満であること（Figure 9）から，NET G1
の診断となった．リンパ節転移は認めなかった．
　十二指腸由来の NET は消化管 NET 全体の約
17％と報告されており，そのうち十二指腸球部や
下行脚などが多く，主乳頭由来が 24.5％，副乳頭
由来は 2.2％とまれとされている1）．十二指腸副乳
頭由来 NET のリンパ節転移陽性率は，腫瘍径が
10mm 未満であっても 25～30％と報告されてお
り，また壁深達度が粘膜下層であっても 31.2％に
リンパ節転移を認めたとする報告もある2）3）．これ
らの報告を考慮すると，副乳頭由来 NET は他部
位の十二指腸 NET とは区別して治療方針を検討
すべきである．
　膵・消化管神経内分泌腫瘍診療ガイドラインで
は，ガストリノーマ以外の十二指腸 NET は，非
乳頭部NETと乳頭部NETについて個別に記載さ
れている4）．すなわち，前者では 10mm 以上，固
有筋層以深の腫瘍浸潤を疑う場合などはリンパ節

Figure　4.　病理検体（全体像）．十二指腸副乳頭に粘膜
下腫瘤を認める．

Figure　5.　病理検体（割面像）．十二指腸副乳頭に 10×
10×9mm の腫瘤を認める．
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郭清をともなう切除が，後者では基本的にリンパ
節郭清をともなう切除が推奨されている．一方で，
副乳頭由来のNETについては個別の記載はなく，
非乳頭部 NET に準じるとすると大きさによって
は経過観察も選択肢に挙がるが，前述の通り高い
リンパ節転移陽性率の報告を勘案すると，やはり
リンパ節郭清をともなう切除が推奨されるべきで
あると考える．近年では膵頭十二指腸切除におい
ても，ロボット支援手術をはじめとする低侵襲手
術が普及してきており，切除に対するハードルは
下がってきている．これらの治療方針もエビデン
スの蓄積とともにアップデートされていくべきで
あると考える．
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Figure　7.　Synaptophysin 染色（40 倍）．Synaptophysin
陽性．

Figure　8.　Chromogranin A染色（40 倍）．Chromo-
granin A 陽性．

Figure　9.　Ki-67 染 色（100 倍 ）．Ki-67 陽 性 率 は 1% 未
満と低値．

Figure　6.　HE 染色（40 倍）．異型細胞が管状，胞巣状，
索状，リボン状などの構造をとって増殖する．
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